
 
 
 
 
 
   

 

こんな寓話があります。 

 あなたは、森の中でのこぎりを使って木を切り倒そうとしている一人の木こりに出会います。

「何をしているんですか。」と聞くと、「見ればわかるだろう。」と無愛想な返事。ひどく疲れてい

るようで、聞いてみると「もう５時間も切り続けている」とのこと「その前に、そののこぎりの刃を

研いでみたらどうですか？」とあなたがアドバイスをします。すると、「刃を研いでいる暇なん

てない。切るだけで精一杯だ。」と、木こりは言い返しました。 

「７つの習慣」（スティーブン・Ｒ・コヴィー著）より   

 専門研修「学習プログラム企画・立案力アップ講座」も１０月９日・１０日、津和野コミュニティ

ーセンターで今年度最終回（６回目）を迎えました。ただ何となく事業をマンネリ感で実施する

のではなく、「なんの目的で行うのか」「参加する人がどんな姿になって欲しいのか」「そのた

めにどんな方法をとったらいいのか」と地域課題の解決に向けて、２日間グループで話し合

い、自分たちのプランを発表していただきました。今回まで、大田市、西部センター、邑南町、

益田市、江津市で講座を開催してきましたが、普段やりつけない手法での企画は皆さんにと

って苦労の連続でした。「次の事業に活かせそうだ」という達成感を多く耳にしました。終わり

に「『何のために』と目標を明確にした企画を実際に実施し、成功・失敗にかかわらず、こんな

ことをやってみた、という報告がいただければ幸いです。」と締めくくりました。 

 私たち社会教育にたずさわる者、時には目先の結果を追いかけることも大事ですが、日常

的に「刃を研ぐ」習慣を持ち続けたいものです。                         （み） 
 
  
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｈ２５・１０・２９ 

 

期日：１０月２５日(金) 

会場：浜田教育センター 講堂 

テーマ  

「コミュニケーション力のブラッシュアップ  

～明日からのコーディネートにさっそく生かそう！～」 

 

宇都宮大学の佐々木英和先生を講師に迎

え、演習での気づきと講義による理論を通

して、コミュニケーションにとって大切な

ことを考え、コーディネートに生かせる実

践力を磨きました。 

 

【受講者の感想より】 

・お話しだけではなく、たくさんの演習があり、長

時間だったはずの研修があっという間でした。 

・佐々木先生のおかげで自分に自信がもてました。

人の話をきちんと聞いて話していきたいです。 

講師の佐々木先生

です。楽しく分か

りやすく話してい

ただきました。 

演習の様子です。 

話すこと・きく(聞・聴・訊)

ことを 2 人組でいろいろ相手

をかえながら体験しました。 
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期日：１０月１１日(金) 

会場：益田市立真砂中学校 

 

 真砂公民館より、「実証！『地域力』醸

成プログラム」の３年間の取組成果発表会

のお誘いを受け、参加しました。 

 真砂地区では、公民館・学校・ 地域商

社との協働による地域運営の仕組みづく

りに取り組んでおられました。 

 公民館での学びを地域ビジネスにつな

げようという取組や、小学生が地域の方と

育てた野菜を益田市内の保育所の給食に

届ける取組など、学びをきっかけに地域を

元気にするヒントがたくさんありました。 

期日：１０月５日(土) 

会場：弥栄会館 

 

 公民館事業の企画や 

立案についての基礎を理解し、自館の事業を

整理し、振り返ることで、今後の事業計画立

案に活かすことをねらって実施されました。 

 浜田市では、昨年度、当センターの市町村

支援事業を活用し、市内 3 公民館を対象に公

民館事業の企画・立案に関する研修を実施し

ました。 

本年度も引き続き当センターと連携し、市

内全公民館を対象に 4 月に研修会を実施し、

今回 2 回目の実施となりました。 

「何のために」「どこまで」を意識した事

業計画の企画・立案について学ばれました。 

講師の藤山浩さん

(県中山間地域 

研究センター)、

地域活動事例報告

をされたみなさん 

小学生、中学生

が地域との活動

を報告。 

保育園からは、

「食の取組で園

児が元気になっ

た」と喜びの声 

地域でつくられた食材を使

った料理(子どもが開発し

たものも)、体に優しく、と

てもおいしかったです。 

市長さん(右)、教育長

さん(左)も、熱心に参

観されていました。 

浜田市教委生涯学習課の

課長・係長・派遣社会教

育主事の 3 名の方から、

研修の趣旨や、今後の方

針、事業計画の立て方に

ついて話されました。 

【演習】 

① ｢こんなまちになっ

たらいいな｣ 

② ①を公民館で｢でき

ること｣｢できないこ

と｣で分ける 

③ 自館の取組を紹介 

④ 自館の主催事業の目

的を表にまとめる 

⑤ グループで表を回し

て見る。 

⑥ まとめ（西部社会教

育研修センター） 


